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中学校蹄締E員lこ対する心理サポートの効果ーチームを対象にしたサボ}ト事例ー

教科 e領地教育噂攻

生活 e憐J5It系(保餓体育)コ}ス

梶錦:一朗

I. 目的

パフォーマンス発揮には「心 e技。体jが最

悪となる. 11~ (1992)は「心・技"体Jが，競

技レベルの変化によってパブォーマンスに寄与

する割合が識なることを指摘し，競技レベパJが

向くなるほど，心型商が液製になることを報告

した.つまり 3 線技レベルの向上には，正しい

知見に恭づいた心理的介入が必襲になるという

ことを示唆している.メンタノレトレ}ニングの

必想性が示唆される方，多くの量級者が実践

しているかというとそうではないと考えられる.

山津信009)は，大学練技者102名の内，約8

割がメンタルトレーニング非史臨者であるとし、

う研究報告をした.このような中で今回，徳島

県N中学校前球部から，心思サポート実施の依

頼があったa 依頼の理由は， f大事な試合になる

ほど練習通りの力が発揮できなし¥楽しく息子球

をやらせてやるためには心理面の強化が必要と

感じたjということで、あった.この依頼を受け，

個人レベルで‘のサポートを行い，試合における

パフォーマンス発揮にポジティブな効果がある

れ事例的に檎証するとととしたまたメン

タルトレーエング鋪儲の拡大のため，いかな

る情報提供が選手のメンタノレトレーニングに対

する窓識に好影糠を及ぼすのか，どのよう記留

意点が必要になるのかを明らかにしていく.

ll. jア法

1.対謀者

能島県N中学校軟式野球部員13名(分析対

象は9名). 

2.期間

指導教員 賀Jf[ 昌明

2011年 12月8日から 2012年6月24日ま

での約7ヶ月間1.

3.サポートヌア法

著者とメンタルトレーニング指導士有続格

者がチームを訪れ，識論，心理検査，カウンセ

リング，メンタルトレーニング、技法の指鴇，プ

レーの勤闘フィードパック，試制f与の行動計献

と掛り返り法の指人撃を行った.論議は，メンタ

ノレトレーニンクb有資格者ーが行い3 メンタ/レトレ

ーニング、の必様性，慨~，ヌア法などを説明した.

心理検部主，間Iiら (2012)が作成した「スポ

ーツ選手の心掛台特性検査Jを使用した.カウ

ンセリングは，個人問調移式で 2度実施した.

また，指導したメンタノレトレーニンク与を各自で

行わせるため f1日15分メンタノレトレーニン

グプログラムj を作成し;劫告させた.動爾フィ

ードパックは， DVD， iP討を使用した試合

の徹む計画と振り返りは，用紙を作成し，言謎

させる形で取り組ませた.

4.分析方法

(1) rスポーツ選手の心離神病蛾査jの得点
を，心理サポート事前事後で比較した.変化が

生じた要因を，心理サポート全体を通じて得ら

れたデータヰ空襲手の特性などから総併告に分析

を千子った.

(2)チーム成織を心理サポート事前新麦で比

較したまた，打者は打率，投手は勝街l率。与
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酉死球数の成績を比較した‘これらの成績に変

化が生じた要国についても，心理サポート全体

を通じて得られたデ}タをもとに分析を行った.

(3)選手のメンタルトレーニングに対する評

価や取り組み状況を調査するため，アンケート

を実施したまた，遣手，指導者に対し聞き取

り調査を個別に行い，さらに詳しく調査した，

これらの減配結果をもとに心理サポートの効

果について個別に考擦を行った.

亜.結果及び考察

1.数糊号変イヒについて

サポート前後の成織を比較すると，チーム成

繊とAi盤手の投手成繊に向上はみられなかった.

しかし，打螺劇薬では9名中7名の打率が向 k

するという非常にポジティブな結果が得られた.

選手の技説油告な向上に加え，イメージトレーニ

ング;勤阿フィードパック，リラクセーション

などの成果であると考えられる.また「スポー

ツ選手の心理的併ft掛長査jでは，総合判定の合

計点が9名中8名向上した.また乙哩的競技

能力尺度のみでは9名中5名が向上した.この

結果と競技成績を上む枕すると，総合判定の合計

点と心理離骨髄技能力尺度の得点がいずれも低

下した♂投手のA選手は，防御率・与四死球数で

成繍の低下がみられた.一方，総合判定。〉合計

点と心離包競蹴在力尺度の得点がいずれも向上

した5名の内4名l乱打率が向上した.これら

のことから，心理サポートの劫毎による心醐句

特性の向上あるいは低下が3 競技成鰯に影轡を

与えた可能性が考えられる.また，今回の心理

サボ}トについて， r必要だったと思うカリ， r今

後も続けていきたいかJという鷲轄には 9名

中8名から「高校でも続けていきたいjなどの

ポジティブな耕面が開会れた盟しかし選手

からは「もうメンタルトレーニングは続けない

と思う 2 プレーの負担になった」と否定的な意

見も陪iかれた.

2.韓的変化について

リラクセーションを，自主的に試合のi擦に取

り入れた5名の選手は，心理的にポジティブな

効果を感じており，身体的に緊張が低減された

ことを述べている選手もいた.またs 選手から

最も高評摘が得られたトレ}ニング‘内容は，動

画フィードパックであった rフォームの修正に

役立ったJ，r自分のプレ}の新たな発見ができ

たJなどの意見が聞かれ3アンケートにおける，

メンタルトレーニング内容の顕{立付けにおいて

も 9名中7名が上{立を動雨フィードパックで

独占させており，選手の許摘が高いことが伺え

た.動繭フィードパックにより，自身のプレー

のマイナスイメージをプラスイメージに転換す

る作業を補助しより明確なイメージトレ}ニ

ングにつながったのではなL、かと考えられる.

3. 議縮~麗塑

線腿は，今回の心理サボ}トで1名の選手が

記述の多さに対する賞担を述べたことが挙げら

れる選手のそチベ}ションを維持するために

記述する機会を減らし，負担を軽減していくこ

とが必立さではないかと考えられる. しかし，記

述することで改めて意i前できたり，反省点を見

つけやすくなったりと必要性も感じられる手法

である.そのため3 記述の必要性を選手に理解

させる手順も必要ではないかと考えられる.ま

た，メンタノレトレーニングにポジティブなイメ

}ジを持たせるためには，理解しやすく，効果

を比較的調惑しやすい内容のトレーニングを提

ホすることで，積擁性を持たせることが必要で

はないかと考えられる.メンタノレトレーニング

の噂入として，動画フィーFパック機能を活用

し，自身の技術甘課題を再認識させたり，リラ

クセ}ションによって身桝怯効果を備惑させ

ることは，有効な手段では設いかと考えられる.


